
平成 28年 (ワ )第 758号  国家賠償請求事件

原 告  三輪 唯夫 外 3名

被 告  岐 阜 県

被告準備書面 (1)

平成 29年 6月 30日

岐阜地方裁判所 民事第 2部合議 B係 御中

被告 訴訟代理人

弁 護 士  端 元  博 保

弁 護 士  伊 藤  公 郎

弁 護 士  池 田  智 洋

弁 護 士  市 橋  優 一

電話  058-263-1433

FAX   0 5 8-2 6 3-6 6 9 7

原告第 1準備書面に対する反論

第 1 原告 らは、被告が警察の活動には、司法審査は及ばない、と主張している、
とい う。

しかし、被告も警察の活動にも、司法審査は及ぶことを前提に、大垣警察署

の行為が適法である、と主張 しているのである。

そして、警察による情報収集活動の性格から、認否がなし得ない場合がある、

と述べているものである。

認否できない理由は、答弁書記載のとお りである。

第 2 公権力の行使の違法性
1 情報収集活動の適法性

(1)警察による情報収集活動

警察は、警察法に示された警察の責務即ち警察の行政目的である、県民の安

全を守るための治安の確保、を達成するため、その目的の範囲内で、必要な各

種の活動を行っており、管内や管内に影響を及ぼす可能性のある各種事業等に

伴い生じ得る トラブルの可能性について、公共の安全 と秩序の維持から関心を

-1
























